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ファイルをNIMAC に提出します。教科書会社の中
には大手のピアソン社のように独自に技術部門を持
ちDAISY規格の教科書を出版・販売している場合
もありますが、独自にNIMASファイルを作ること
ができない場合には、外部企業に業務委託します。
アクセシブルな電子図書作製に経験のあるブックシ
ェア社は国から５年間で32億円の教科書製作助成資
金を得てNIMASファイル製作の代行や技術支援を
しています。
NIMACは提出されたファイルが適正に作られて
いるかを確認して、ダウンロードできるようにしま
す。また、州の教育委員会などの契約機関
（Authorized User）とダウンロードに関する契約
を結びます。契約機関は、その地域では、どのよう
な基準で配布する子どもを決めるか、どのような方
法で配布するか（学校だけで使用するか、自宅に持
ち帰りを許可するか）などをNIMACと契約しなけ
ればなりません。２年前までは、契約の基本形につ
いて試行錯誤しているために配布が進まないことが
課題でした。しかし、契約手続きを簡素化し、啓発
プログラムを実施することにより、幼稚部から高校
までのすべての教科書のNIMASファイル約24,000
タイトルが99の出版社からNIMACに集積され、契
約機関数は177（57州）と着実に増えていることが、
顧問会議で報告されました。24,000タイトルのうち
約5,800タイトルは教科書で、すべての州のすべての
教科書を網羅していました。NIMASファイルのダ
ウンロード数は約3,000で、前年度と比較して倍増し
ていました。3,000を177機関および13学年で割ると、
１学年あたりでは約1.3教科にしかならない一方で、
300ファイルをダウンロードしている機関があるこ
とから、州により実用化の程度には大きな幅がある
と推測されます。また、ダウンロードしたからとい
って、すぐに子どもがNIMASファイルを使える訳
ではありません。NIMASファイル（あるいは

2011年１月27日から29日まで米国フロﾘダ州オー
ランドにおいてATIA（Assistive Technology 
Industry Association全米支援技術産業協会）会議
が開催され、出席いたしました。また、会議に先立
ち開催されたNIMAS（ナイマス）顧問会議にもオ
ブザーバー参加をいたしました。
NIMAS（National Instrumental Materials 

Accessiblilty Standard:米国指導教材アクセシビリ
ティ標準規格）は米国の義務教育教科書電子版の国
家規格です。IDEA（Individuals with Disabilities 
Education Act：全障害者教育法）の2004年の改定
では、ニーズのある子ども全てに代替え教科書を無
料配布することが決まりました。そこで、多様なニ
ーズの子どもに共通する代替え教科書の基盤規格と
して、教育研究組織であるCAST（Center for 
Applied Special Technology：特殊技術応用センタ
ー）による審議の結果、連邦政府はNIMASとして
DAISY3を採用することを決定しました。2011年に
改定されるDAISY4は動画にも対応することから、
手話教科書の製作が今後は期待されます。また、電
子教科書の効果測定に関する研究の必要性も指摘さ
れました。
NIMASファイルの集配機関として、2006年に
NIMAC（ナイマック：National Instrumental 
Materials Accessibility Center: 米国指導教材アク
セシビリティセンター）がAPH（American 
Printing House for the Blind：全米視覚障害者印刷
センター）の一角にオフィスを構えました。APHは
1858年から視覚障害児（者）に対して、点字教科書
（図書）、拡大文字教科書（図書）、録音教科書（図
書：DAISY規格を含む）の製作と配布をしてきた機
関で、NIMACの職員は５名です。

電子教科書集配の流れは以下の
とおりです。まず、出版社は法律
に従ってNIMASフォーマットの

〔研究所情報〕
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資格でも協会資格でもない一般名
称でATコーディネーターと呼ば
れている場合もあり、業務と資格
は多様です。大学の障害学生支援
室に所属し最先端の工学的対応ができる場合もあり
ましたが、州教育委員会に所属し管轄地域の複数の
学校の技術支援を担当する場合の方が多いようです。
教員が手作りの教材をパワーポイント版にして地区
の学校に集配している場合もあり、身近に誰でも電
子教材を使う環境整備の開始が感じられました。
日本でも、平成22年１月に著作権法が改正され、
視覚障害者以外にも「通常の出版物の読書障壁に直
面している人（プリントディスアビリティのある
人）」は図書館等を介した代替図書を利用すること
ができるようになりました。マルチメディア
DAISY教科書は日本障害者リハビリテーション協
会が、DAISY図書はサピエ図書館が、それぞれオン
ラインで配信しており、今後の読書に関する支援技
術の発展と活用に期待がもたれます。

DAISYファイル）を読めるソフトウエアを学校が
持っていなければならないからです。点字や拡大文
字がよい子どもには変換をしなければなりません。
変換や技術指導を誰がするか、機材やソフトをどこ
に整備するかも契約した機関にとっての検討課題で
す。ブックシェア社は契約機関がNIMASファイル
をテキストファイルや点字ファイル等の子どもが直
接に使える規格に変換する技術支援も行っていまし
た。利用している子どもの数と障害種別をNIMAC
は把握していませんでしたが、利用者の８割近くは
学習障害（learning disability）であろうと推測され
ていました。
ATIA会議では約250の発表（うち92は企業の製

品紹介）と約130の展示がありました。日本の国際
福祉機器展の企業展示数は約500ですので、学習障
害児の教育に関する支援技術に特化した会議といえ
そうです。AT（Assistive Technology：支援技術、
支援機器あるいは福祉用具と訳されることもありま
す）という言葉は、Assistive Technology Act（支
援技術法）が1988年に制定されてから一般に使われ
始めたということで、ATIA会議は1999年に開始さ
れています。参加者の多くは、ATスペシャリスト、
OT、ST、教員でした。ATスペシャリストは国家

機器展示会場。左には盲導犬を連れた技術者が見える。 宿泊棟と会議棟は離れており、その間は簡単
なマットと点字表示が敷かれていた。
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去る１月18日（火）から３月３日（木）の間、当学院各学科が平成23年度入学試験を実施した結果は、次
表のとおりです。

（注）（　）書は第二次募集試験の再掲。

学　科　名 修業年限 募集人員 応募者数 倍　率 入学者数

言語聴覚学科 ２年 30名 110名 3.7 30名

義肢装具学科 ３年 10名 78名 7.8 10名

視覚障害学科 ２年
（10名程度）

20名
（ 4名）
15名

0.8
（ 1名）
7名

手話通訳学科 ２年
（若干名）
30名

（ 4名）
33名

1.1
（ 1名）
17名

リハビリテーション
体育学科

２年
（10名程度）

20名
（ 0名）

3名
0.2

（ 0名）
2名

計
110名

（ 8名）
239名

（ 2名）
66名

〔学院情報〕

平成23年度 
学院入学試験結果について 学院事務室
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では被災地から入学される学生さんに被害の状況や
来校可能かどうかなどを確認した上で、予定どおり
の日程で開催することとしました。入学式に先立ち、
出席者全員で東日本大震災で犠牲になられた方々に
哀悼の意を表し、黙祷を行いました。

は障害のある方と直接接してそれぞれの専門的サー
ビスを提供することです。適切な接遇マナーを身に
つけ人の心がわかる専門職になること、それぞれの
障害の特性について知識や技術を習得することが必
要です。勉強や実習などで困ったときには気軽に担
任の先生方や先輩に相談してください。新入生諸君
が有意義で充実した学生生活を送ることを期待しま
す。」と話されました。
引き続き、新入生紹介のあと、視覚障害学科２年
の廣瀬利香さんが、歓迎のことばを述べました（文
末に全文掲載）。
その後、いただいた祝電を披露し、当日参列され
た当センターの幹部職員の紹介を行った後、学院歌
を斉唱して終了しました。

桜が満開となった４月７日（木）の10時から、当
センター学院講堂において、新入生66名を迎え、平
成23年度入学式を開催しました。
３月11日の東日本大震災により、入学式を延期ま
たは中止する大学等が多くみられましたが、当学院

式典では、開式のことばに続き中島学院長から式
辞がありました。式辞の中で学院長は、「被災地でボ
ランティアとして活動したいと考えている学生もい
るでしょう。人の役に立ちたいと考えるのは専門職
をめざす皆さんとしては当然と考えます。しかし現
地のボランティアを支えるためには、その背景とし
て健全で豊かな社会が必要です。被災地の復興には
多くの税が支援にまわるでしょう。普通に働いて税
を納めることも大切です。学生が勉学を放棄すると
日本の健全で豊かな将来を継続することが困難にな
ります。被災地の復興のために勉学に励んでくださ
い。」と述べられました。
続いて、江藤総長より祝辞がありました。祝辞の
中では、まず新入生の皆さんに対してお祝いの言葉
が述べられた後、センターの概要やミッションにつ
いてふれられました。そして、「皆さんが目指す仕事

〔学院情報〕

平成23年度学院入学式
学院事務室
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手話通訳学科
22期生17名が新しい仲間として加わりました。年

齢構成は例年同様、22～23歳の新卒組、20代後半か
ら30代の社会経験組、そして40代以上の “第二の人
生” 組がそれぞれ３分の１ずつといったところ。男
子は４人で昨年とほぼ同じ比率です。特筆すべきは、
今年は入寮希望者が多く、久々の抽選となったこと
でしょうか。年齢も出身地も社会経験も異なる新入
生たち、さっそく手話の世界にどっぷりつかる毎日
を送っています。

リハビリテーション体育学科
満開の桜に迎えられ、21期生として２名が入学し
てきました。出身地は北海道と奈良県と少々遠方で
すが、共に大学でスポーツ科学を専攻し、教員免許
を取得してきた笑顔がステキな女子たちです。得意
なスポーツはそれぞれバスケットボールとバレーボ
ールで、身体技能に加えコミュニケーション能力が
要求されるチームスポーツを経験してきました。こ
のスポーツの経験は、今後、さまざまなことに取り
組む際の大きな力になることでしょう。

以下、各学科の教官から、新入生について紹介し
ます。

言語聴覚学科
春らしく桜の花がほころぶ中、ST学科には33期
生として30人が入学しました。平均年齢24.5歳、男
性４人、女性26人という構成です。出身学部は、心
理、福祉、教育、言語、語学系が多いのは例年通り
ですが、工学、栄養、法律、演劇、など多様なバッ
クグラウンドと職業経験をお持ちの方もいらっしゃ
り、これからどのようにクラス内が活性化されてい
くか楽しみです。

義肢装具学科
30期生として10名が新たなスタートを切りました。

男性、女性各５名の構成で、高卒４名、高専卒２名、
大卒４名となっています。最年長26歳、最年少は18
歳で平均年齢21.3歳と今年度はばらつきの少ない年
齢構成となっています。各人のバックグラウンドは
芸術系、機械系、人文系と例年同様バラエティに富
んでいますが、皆ここでは同じ目的の下に一からの
スタートであり、お互いを刺激しつつ日々成長して
いって欲しいと願っています。

視覚障害学科
視覚障害学科22期生は７名（男性３名、女性４名）
が入学しました。男性は皆職歴があり、女性は皆新
卒と、対照的な組み合わせとなりました。
入学早々、２年生の演習の餌食となり、４月から
毎日のようにアイマスクをつけて歩かされておりま
すが、これまでの様々な経験を糧に、厳しいカリキ
ュラムを乗り切っていってくれるものと期待してお
ります。
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きくはぐくむ機会を得るはずです。
勉強以外にも学科対抗のスポーツ大会や交流会、
そしてセンターを利用されている方たちと、ともに
協力して行う体育祭や並木祭といった行事がありま
す。このような機会を大いに利用して、みなさん独
自の視野を広げて下さい。
これからの日々は、楽しく充実していると同時に、
つらく苦しいこともあるかもしれません。遠く所沢
の街で平穏に暮らしていても、３月の東日本大震災
によって起こった悲惨な事実に無関心ではいられま
せん。身につまされる思いを抱えることが現実に生
じたら、皆さんはどうされますか？私自身は、横に
並んだ仲間たちを頼りに悩みを乗り越えました。上
級生にも相談をもちかけました。すぐに解決ででき
なくても、気持ちがほぐれ思考をつかみなおせたこ
とを思い出します。私たちは、生まれた場所やこれ
まで歩んできた道は異なりますが、同じ志を持って
ここに集まっています。これから始まる学院生活を
通じて、良い友達をたくさん見つけてください。
最後になりますが、私たち上級生も気持ちを新た
にして歩みを進めます。新入生の皆さん、今日この
瞬間に抱いた希望や情熱を忘れることなく、国リハ
で生まれる出逢いの１つ１つを大切に共に頑張りま
しょう。
以上、皆さんのご入学を心からお祝いし、歓迎の
ことばとさせていただきます。

平成23年４月７日
視覚障害学科２年　廣瀬　利香

満開の桜が待ちこがれるこの春、新入生の皆さん、
ご入学おめでとうございます。本日、この学院にご
入学された皆さんを在校生一同心から歓迎いたしま
す。
今日この講堂に集まり隣り合った仲間の様子を知
るまで、皆さんの胸にさまざまな思いがよぎってい
たと想像しています。私たちも一年前には同じ席で、
これから始まる新しい生活への期待や不安に頭がい
っぱいでした。この国リハには季節がすすむにつれ、
色とりどりの花が咲き出します。やわらかな若葉が
芽吹き、そしてのどかな鳥の歌声も響いてきます。
豊かな自然に囲まれてともに夢への一歩を踏み出し、
のびのびと毎日を送ってゆきましょう。
この学院は、言語聴覚学科、義肢装具学科、視覚
障害学科、手話通訳学科、リハビリテーション体育
学科、の５つの科があり、それぞれの分野における
専門職のための多彩なカリキュラムが組まれていま
す。講義と共に１年が過ぎるのはあっという間です。
そんな中他学科の人たちとの交流は、学生同士でし
か知りえない共感と親しみに満ちています。皆さん
にも垣根をこえて、互いの好奇心や知識欲の交換を
楽しんでもらいたいと願っています。
センター内には学院のほかに、職業訓練や生活訓
練を行う自立支援局、病院、研究所などがあり、見
学や実習でお世話になる機会があります。それらを
通じて、講義で学んだ理論を実際に体験し、知識を
より深めることになるでしょう。そして、障害のあ
る方と接するなかで、それまで気づけなかった当事
者のニーズが見えるようになり、自分の感受性を大

歓迎のことば


